パリ第8大学の無意識のなかで

男性スタッフ）A3講堂でお願いします。

女性スタッフ）ということは、廊下の端っこですね。部屋にいてください。

男性スタッフ）10時50分になります。あなたはフランス・キュルテュールを聴いています。

つまり、あなたは職場に行くにしては遅刻しているか、授業をさぼっているか、あるいはさらにもっとひどい状態なのでしょう。

　でも、好都合です。大講堂は自由な聴衆に向いています。

　ここ、大講堂におります。

　「パリ第8大学の無意識のなかで」、第1話です。

学生１）僕はレアンドル・パスクアルです。ブラジル人で、パリ8大学の博士の4年目をやっています。精神分析の研究を続けるためにここに来ました。もともとは心理学をやっていて、それでパリにやって来ました。

男性スタッフ）フロイトが「文化のなかの居心地悪さ」と呼んでいたものに惹かれました。この危機の時代にはそれが感じ取れるし、大学の危機同様に、政治的な表現の危機にも感じ取れます。

　それで私は、けさ、精神分析学部の敷居をまたぎに行くことにしました。この学部はフランスの大学風景のなかに存在しています。

　驚いたことに、精神分析の学科はとてもフランス的な情熱として描かれるものなのに、最初に私が出会った学生はブラジルからの留学生でした。「性差とマルキシズム」と題された討論の、一連のポスターを背にして、レアンドルは大学の入り口で私を迎えてくれます。

レアンドル）確かに、この入り口ですが、実際のところ、まったく特別な入り口です。そのうえ、ここにすごく美しいフレーズが書かれているんです。それは僕がパリ８大学に着いた時に、本当に刺さりました。
　このフレーズからはじめてもいいと思うのですが、まったく驚きのフレーズです。

「学ぶもの、わめく人は、われわれの鉛筆書きで唄う。
　学ぶもの、笑う人は、われわれの書棚に親しむ。」

そうです。パリ第８大学のこの入り口には、なにか輝かしいものがあると思います。

男性スタッフ）ところでレアンドル、どうしてあなたはブラジルからやって来たんですか？
　ここ、サンドニで、勉強するというのはどういう目的がありましたか？

レアンドル）ラカンです。僕の目的はラカン派の精神分析家になることでした。
　自分はパリ第7大学と第8大学に応募したのです。両方ともOKでしたが、じつはまったく躊躇しませんでした。最初から、こっちに来たいなと思っていて、とりわけラカンの弟子の方々と勉強したかったのです。

　僕はラカンに対して、そして彼の教えていることに対して転移をもっています。それこそが、ここに僕を来させたもので、サンドニまでの長い道のりをさせたものです。

男性スタッフ）たぶんサンドニの第8大学に入ると同時に、レアンドル、あなたの内面にも入ることになるでしょうね。

　ガラスのドアを通り、われわれはホールにまた出ました。ここは中庭でもあります。

　ところでレアンドル、ラカンを選んで、つまりフランスを選んで、ブラジルから大西洋を横断したわけですね。でもその前にあなたは精神分析に出会う必要がまずありましたよね。
　精神分析とはどのような特異的な出会いを果たしたのでしょうか？

レアンドル）僕は「ラブラス」という、ブラジルの地方都市、小さい町にいました。ところで、「パラヴラス」というブラジルの語も、べつに存在します。これは「言葉」という意味です。ですから、これらの言葉のなかに、すでに自分の町、ラブラスという語が存在しています。その意味は畝（うね）です。というのは山々のなかに町があるからです。
　あと、自分はその時まだ若かったので、当時感じていた不安を鎮めたかったのもあります。それで、精神分析家のところに行こうと思いました。そしてラカン派のひとのところに着くと、当時は僕はラカンが誰なのかも知りませんでしたが、その夫人が言いました。「確かに私はラカン的オリエンテーションをもつ精神分析家です」、と。そして初めてその名前を聞いた僕は、ラカンっていうのは何かだ、何かあるなと思ったのです。・・何かそれは美しいな、と。美しい名前だなと思いました。それでその時に僕は分析を始めました。

その後、僕はベロ・ホリゾンテに引っ越しました。そこはブラジルで大きな町なのですが、ラカン派の精神分析、とくにラカン的なオリエンテーションの精神分析がものすごく流行っていました。それでその時に、僕はあらたにラカン的オリエンテーションの精神分析を再開して、ある本に出あうまで、僕は続けました。

その本というのが、ジャック＝アラン・ミレールの講義を集めたものです。ジャック＝アラン・ミレールはジャック・ラカンのセミネール（講義録）を編集した人物です。で、ミレールは非常に長く、第8大学の学部長を務めていました。

その講義録をまとめた本を読んで、僕は「やっぱりなあ。これは実際、自分が続けたいと思っていたオリエンテーションだ」と思ったのです。そして、いま図書館のまえを僕は通っているところですが、図書館もまた、自分の職業形成においてとても大事な場所でした。というのは、最初にパリ第8大学のホームページを訪れた時、最初に目にした写真というのが、ここの図書館の写真だったからです。

それは本当に、本当に、遠いものとして感じられました。僕はまだフランス語すら話せませんでしたし。そしていまは、そうなのです。この図書館の前に僕たちはいるのです。図書館は何年間も、自分の役に立ってくれると思いますよ。

男性スタッフ）精神分析の修士では、ここで行われる授業内容というものは、どんなものなのでしょうか？理論的な教育と、臨床的な教育もあるのでしょうか？

レアンドル）そうです。精神分析ではつねにそうなのですが、臨床と理論の本当の区別というものは存在しません。精神分析において練り上げられる知というものは、臨床から出ています。だから、実際に、精神分析を学ぶという場合、ラカンだけではなくて、偉大な精神分析家たちのことも学ぶことになります。分析的な臨床という、並外れて豊かなこの領域を理論化することに貢献した人たちのことも学びます。

　そのうえ、作家とか、哲学者、小説家といった、精神分析の隣接領域の人たちのことも学びます。

男性スタッフ）　５階にある建物のAにわれわれは到着しました。われわれは精神分析の教育のなかで沢山のことについて話がされると聞いています。ではあなたは、あなた自身の研究としては、博士の４年目ということですよね？レアンドル、あなたはどんなことを話しているのですか？

レアンドル）僕が研究しているのは、文字の臨床的な使用についてです。それはラカン派のひとつの概念で、僕は臨床実践自体におけるこれら概念のかかわりについて調べています。

男性スタッフ）さあ、まさにここに到着しました。まず赤色の壁が教育学部ですね。で、そこにパリ第８大学の精神分析学部が身を寄せていますね。とはいえ、大きなガラスの窓があって、外に面しています。広い世界、公団住宅街に面していますね。

精神分析の学部についてですが、そうするとそれは理論と同時に臨床も兼ね備えていて、両者は固く結ばれている、というわけですね。で臨床については、「現実界」との出会いと言って、ラカン派の人たちのなかでは、苦しみと不可能性との出会いであるとか。多くの似たような言葉を与えられるのでしょうけれども。あなた自身は、臨床の「現実界」との最初の出会いについて、思い出はありますか？あなたの職業的研修における、研修生のときの思い出とか？

レアンドル）えーっと、僕はパリで研修を行っていません。でも反対に、ブラジルで研修しました。精神病院で、一年間です。僕が思うに、その時に僕は初めて「現実界」と出会ったと思います。精神分析家というものは、みな直面しなければならない「現実界」とです。

　それは１年間続いて、その経験が本当に自分にとっては、ここへ来るのに勇気を与えてくれたと思うし、ここで職業的に形成されるのにも良かったと思います。

　ただし、僕は研究をやり切らなければなりませんでしたし、自分の分析も、あの「現実界」と直面できるようになるために、やり切らなければなりませんでした。

男性スタッフ）プシの苦しみの「現実界」というのは、それでは研究対象なのでしょうか、それとも分析の、レアンドル、ブラジルの学生の分析の対象なのでしょうか？

レアンドル）というか、この「現実界」は今日ではほかの言葉で語られていますよ。とくに数学的な言葉とかによってです。あるいは明日あなたは精神分析の学部長と発見するかもしれないし、あるいは月曜日からの、AMP（世界精神分析連盟）の９回目の大会「２１世紀のための現実界」に参加すると発見できるかもしれません。

ナレーション）以上、大講堂、でした。マルタン・ケエネンとジュリー・ベレッシがお届けしました。
　









　



